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銀河系内拡散光（Diffuse Galactic Light：DGL）とは星間ダストによる星光散乱であり、紫外線から近赤外線
にかけて観測される。DGLを観測することにより、ダスト粒子のサイズや反射能などの諸特性を調査すること
ができる。中間赤外線で平坦な星間減光曲線からは、ミクロンサイズの大きな粒子が存在することが示唆される
が、DGL観測から粒子サイズを制限するためには、これまでの研究よりも高い精度での多波長観測が必要であ
る。そのために本研究では、韓国初の宇宙空間における赤外線観測装置Multi-purpose Infra-Red Imaging System
（MIRIS）の広い視野（3.67◦ × 3.67◦）を利用し、近赤外線の 2波長帯 1.1µmと 1.6µmにおいて高銀緯領域を撮
像観測した。得られたデータに対して測光較正を行った後、画像上の点源を除去することにより、拡散光成分を
抽出した。サンプル数の向上により、近赤外線DGLは遠赤外線 100µm放射と良い一次相関を示し、これまでで
最も精度の良い結果が得られた。粒子サイズ分布を制限するために、減光曲線を再現するミクロンサイズの粒子
を含むダストモデルと、含まないモデルを用いてDGLのスペクトルを予測した。その結果、観測されたDGLの
カラーはミクロンサイズの粒子を含まないモデルに近いことが分かった。本研究の光学的に薄い領域に比べて、
平坦な減光曲線が観測された領域は光学的に厚いため、サイズ分布が領域の密度に依存することが示唆される。
これは高密度領域ほどダスト粒子の成長が促進されるという理論的研究の結果とも矛盾しない。


